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.. 

ホ
ウ
セ
ン
ポ
ウ

費
泉
坊

金
郁
子
衆
附
に
在
っ

て
、
際
利
支
天
山
と
蹴
し
、
認
言
宗
に
邸
す
る
o
m
E

長
六
年
こ
の
地
を
賜
は
旬
、
十

一
年
富

m越
後
窓
政

は
限
利
支
天
訟
を
匙
て
た
が
、
天
保
十
周
年
四
且
一

目
白
火
に
よ
っ
て
焼
亡
し
、
そ
の
後
草
堂
の
般
に
な

っ
た
。

ホ
ウ
ゾ
ウ
イ
ン

費
議
院
聞
本
殴
窓
の
末
森
担

に
、
前
出
利
家
が
後
程
の
お
一
部
隅
ま
で
地
ん
だ
崎
、

山
伏
に
出
陣
の
宜
口
凶
を
占
は
し
め
ら
れ
た
が
、
利
家

の
気
色
を
然
し
て
直
に
そ
の
時
期
を
得
た
こ
と
を
巾

上
げ
た
と
い
ふ
物
M
m
が
あ
る
。

こ
の
山
伏
は
清
水
八

m
gの
枇
抽
出
で
、
本
山
振
の
質
問
蹴
院
で
あ
っ
た
。
賀

山
剛
院
系
糾
に
、『J
i

一
一
代
貨
山
棋
院
、
永
品
開
二
年
十
一
政

耐
佐
略
。
此
代

一
俊
兵
乱
、祉
顕
貸
物
書
籍
等
焼
失
、

寺
領
不
線
被
抑
鎖
、
自
制
一
宇

J

坊
合
ニ
住
居
A

ル
底
、

寮
代
坊

の
作
に
係
る
傾
向
七
一
纏
の
も
の
は
、
寺
川
間
に
定
資

一
天
正
十
二
年
九
月
能
州
末
森
御
後
程
之
時
占
彼
仰

作
附
の
像
と
い
ふ
が
、
そ
れ
は
間
以
，
M

杭寺札
Te
結
附
寺
の

↑
日刊、

御
感
悦
之
除
、
彼
得
御
勝
利
御
削
剛
山
叫
後
御
山
H
m古

来
流
と
す
る
設
に
絞
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

一
可
錫
之
宮
、
御
告
御
印
被
下
之
心
地
、十
対
米
よ
り
航
、

ホ
ウ
セ
ン
ジ
パ
パ

法
舵
寺
馬
場

J
サ
イ
ガ
ハ

一
十
二
月
病
死
。
』
と
あ
る
。

バ
パ
開
川
脂
製
。

一

ホ
ウ
ゾ
ウ
ジ

法
務
寺

以
来
地
輸
品
に
在
っ
て
、

ホ
ウ
セ
ン
ジ
マ
チ

法
絡
寺
町

金
却
の
町
名
。

一
海
土
宗
に
邸
し
、
流
永
=
一
年
阪
皿
作
一
点
咋
の
仰
す
-で
あ

名
義
は
此
の
町
内
に
法
飴
寺
が
あ
忍
よ
り
起
旬
、
明

一
る。

治
四
年
四
且
戸
締
編
成
の
時
詑
船
路
町
と
改
め
た
。

一

一倍併
に
、
音
は
此
の
附
近
都
べ
て
陪
川
の
河
原
で
あ

一

っ
た
の
を
、
政
永
八
年
の
火
災
後
阿
川
舵
爪
に
あ
っ

一

た
法
防
寺
に
そ
こ
へ
移
帥
仰
を
命
ぜ
ら
れ
、
初
め
て
町

一

家
を
見
る
に
去
っ
た
と
い
ふ。

一

ホ
ウ
セ
ン
ジ
マ
チ
タ

Z
チ

法
錨
寺
町
組
地

金
一

部
の
町
附
足
酎
刊
の
組
地
で
あ
っ
た
。
町
附
足
制
刊
の
積

一

郎
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
組
地
の
古
闘
に
、『
小
問
符

一

間
林
太
夫
以
下
十
人
の
民
屋
放
は
隆
安
年
巾
始
耐
相

一

政
り
、
法
紡
寺
町
組
屋
敷
与
問
巾
候
。
』
と
あ
る
か

一

ら
、
こ
の
時
に
初
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

ホ
占
川
一

ホ
ウ
ゾ
ウ
ジ

寮
譲
寺

金
問
山
上
町
に
在
っ
て
、

民
宗
東
振
に
印
刷
し
て
ゐ
た
。
寺
沼
に
、
文
品
料
元
年
始

念
之
を
金
滞
中
町
に
創
刊
出
し
、
後
河
北
市
森
下
に
移

り
、
正
保
三
年
一
品
.ひ
別
地
に
移
制
し
た
と
あ
る
。
安

政
一
一
年
十
一

月
十
六
日
京
本
願
寺
別
院
が
出
火
餓
亡

し
た
が
、
後
に
貸
出
融
寺
有
法
の
汽
念
寺
限
切
と
共
に

政
火
し
た
こ
と
断
れ
、
羽
三
日
山
下
口
の
仕

m-裂
で
際

刑
に
雌
せ
ら
れ
、
寺
院
は
槌
却
せ
ら
れ
た
。

ホ
ウ
ゾ
ウ
ジ

愛
読
寺

臨
南
市
刑
制
川
に
在
っ
て
、

提
宗
斑
仮
に
m
叫
す
る
。
初
め
小
町
村
に
ゐ
た
が
、
殴

長
八
年
今
の
既
に
椋
じ
た
と
い
ふ
。
能
積
名
跡
芯
に
、

『
箆
抑
制
寺
は
大
寺
な
り
。
自
は
敬
院
に
て
、
此
谷
内
に

在
。
し
的
。
是
に
什
資
あ
り
。』
と
犯
す
る
。

ホ
ウ
ゾ
ウ
ジ
マ
チ
費
寂
寺
町

金
抑
の
町
名
。

文
政
四
年
二
且
部
地
の
一
郎
が
附
溶
行
鋭
的
に
な
っ

た
時
、
卯
一民
村
領
山
上
下
町
は
山
下
町
、

同
町
H
厳
守

よ
り
春
日
品
目
別
迄
の
内
辺
活
り
は
従
縦
寺
町
と
な
っ

た
。
し
か
し
こ
の
名
群
今
は
雌
せ
ら
れ
、
山
上
町
に

凪
し
て
ゐ
る
。

ホ
ウ
タ
イ
ポ
ウ
法
益
坊

白

山

中
宮
の
衆
徒
の

名
で
あ
る

o
m平
時
間拭
胞
の
稲
泉
寺
闘
争
の
伐
に
、

『
八
院
三
一
位
の
桜
本
人
に
法
滋
』
と
見
え
、
平
家
物
的

に
『
資
閉
山
坊
と
て
中
宮
の
来
徒
也
。
』
又
白
山
制
孤
私

閉
山
に
『
中
宮
法
法
的
』
と
犯
し
た
も
の
、
皆
是
で
あ

"。。ホ
ウ
ダ
イ
ポ
ウ

-苅
品抑
制
附
金
剛
附
帯
林

切
に
併
家
し
て
民
た
小
松
長
次
郎
兵
衛
と
い
ふ
者
、

白
山
山
路
地
撤
村
に
赴
き
、
名
札町山
μ
代
坊
市
院
と
都

し
、
議
読
の
勉
鑑
と
い
ふ
も
の
そ
併
へ
る
と
宅
政
し
、

前
野
山
に
殺
っ
て
白
山
純
殿
堂
則
包
の
総
統
を
許
さ

れ
、
次
い
で
柄
新
宮

・
加
賀
{
日
常
造
開
削
す
る
鈎
関
川
出

荷
行
ふ
べ
き
前
可
脅
指
府
の
寺
批
判帥
行
に
受
け
、
的

剛
山
等
女
江
戸
に
持
出
し
て
世
評
に
上
っ
た
が
、
た
ど

一
代
の
出
で
断
絶
し
た
。
白
山
史
に
岡地
添
村
加
沈
宮

の
こ
と
を
述
べ
た
次
に
、
『嗣
出占有
=揃
H
H
M
均
H
U
祉
べ

仕副
議
絞
殺
」白
山

-R
n級
地
側
一
持
狐
郭
柱
。
忽
九
郎

船
出
口他
上
一
河
川
初
目
的
足
。
普
山
腕
告
5
4
以
m
品
川
悦
之

市中
“
川
妙
鉢
巴
限

o
m自
記
ヨ
戯
之
約
一
奥
=
之
賀
町
封

切
一
刑
罰之
血
億
一
今
治
縦
=
鮒
凶
郎
中日家
一
以
刊M
Z
金

附
王
比
一
然
的
ν
之
。
北
九
文
郎
似
府
妄
。
共
同
位
ヰ
H
不
v

侠
み訓
也
。』
と
い
ふ
も
の
即
ち
是
で
あ
る
。
泊
鏡
と

い
ふ
の
は
印
刷
別
阜
市
白
銑
之
容
の
こ
と
で
あ
ら
う
。

ホ
ウ
ダ
ツ

質
塗
刑
制
咋
都
押
水
中
庄
に
邸
す
る

部
町
問
。
佐
時
は
然
一
一品
所
で
あ
っ
た
が
、
正
徳
二
年
草

高
官
百
武
十

f
h俄
と
定
め
ら
れ
た
。
能
号
名
跡
芯

に
、『資
法
一
お
は
凶
M
T
(
貨
建
山
の
〉
に
在
b
o
家
数
入

十
判
的
り
、
間
作
り
な
る
村
也
。
巾
頃
金
を
刻
b
し

筒
、
所
々
よ
り
終
り
集
り
し
故
、
人
々
の
出
所
を
家

名
に
呼
ぶ
家
あ
b
。
巾
に
も
谷
内
田
国
と
よ
ぷ
者
は
縦

一
川
の
坊
に
て
、
今
問
ふ
る
所
の
大
鐙
は
末
森
械
の
鐙

な
り
と
い
へ
り
。
県
外
此
者
の
家
に
武
山
附
の
類
取
係

ふ
る
也
。
』と
あ
る
。

ホ
ウ
ダ
ツ

喪
塗

期
制
同
郡
波
建
材
か
ら
出
た
土

工
を
い
ふ
。
金
山
の
探
銅
授
へ
た
る
後
、
そ
の
坑
夫

等
は
加
能
組
三
附
に
出
で
弘
、
判記防
・
用
水
路
築
造

等
白
土
工
に
従
う
た
の
で
、
滞
内
の
黒
鍬
品川説
者
は
殆

ど
白
川
山
村
民
な
る
か
の
如
き
服
売
呈
し
、
従
う
て
此

等
の
黒
鍬
を
叫
叫
訟
と
呼
ぶ
に
去
っ
た
。

ホ
ウ
ダ
ツ
ガ
ハ

錠
遼
川

羽
咋
郡
貨
建
山
の
棲
ゲ

ホ
ウ
ダ
ツ
キ
ン
コ
ウ

賢
建
金
坑

羽
咋
山
賀
必

山
の
金
坑
は
、
天
正
十
二
年
に
山
聞
か
れ
た
が
、
そ
の

後
非
門
的
の
仰
況
を
呈
し
、
帥
開
鋪
凡
ベ
て
十一

一v
m山
、約

凶
よ
り
集
っ
て
来
た
坑
夫
の
家
を
椛
へ
る
者
入
十
戸

に
淫
し
た
。
金
山
の
線
御
柳
は
初
め
鋭
方
と
僻
す
る

J
t
自
の
掌
申
に
在
っ

て
、
医
長
十
七
年
に
は
利
金
容
拾

七
枚
、十
九
組
に
は
rA
十
抗
枚
の
謹
上
脅
納
め
た
が
、

元
利
=
一
年
三
且
之
を
加
賀
滞
の
有
に
牧
め
、
郡中
行
を

白
い
て
品
開
抗
告
せ
し
め
た
。
見
永
}
九
年
鋭
錨
腕
州
出
し
、

多
政
の
坑
夫
即
死
す
る
に
主
・
り
て
、

一
時
こ
の
杭
掘

は
股
止
さ
れ
た
が
、
七
年
に
ま
た
修
迎
復
興
せ
ら
れ

た
。
そ
の
頃
よ
り
金
坑
純
管
は
蒋
び
絡
の
手
作
、雌
れ

た
如
〈
、
元
政
六
年
に
は
金
持
の
町
人
泉
康
併
左
術

門
の
山
師
で
あ
っ
た
杷
肌
却
を
存
し
、
後
明
和
元
年
に

も
謹
上
金
二
枚
一
一
闘
を
納
め
て
尉
た
。
般
に
日
時
も

向
多
少
の
益
出
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
漸
次
議
院

し
て
全
く
版
せ
ら
れ
る
に
京
っ
た
。

ホ
ウ
ダ
ツ
テ
ヅ
コ

費
塗
葛
粉

m
羽
咋
郡
山M
諸
山

径
の
誌
線
よ
り
製
造
し
た
も
の
で
、
古
来
有
名
で
あ

っ
た
。
賢
建
の
金
坑
が
版
叫
肥
し
て
坑
夫
が
共
の
換
を

失
う
た
除
、
山
中
の
誌
艇
を
訓
り
製
造
し
た
こ
と
か

ら
穏
節
す
る
と
い
ふ
。

ホ
ウ
ダ
ツ
ゴ
ゼ
ン
シ
ヤ

貨
建
御
前
枯

れ
咋
附

貨
建
山
の
頂
に
銀
座
L
、
芭
昆
は
も
と
千
詑
況
副
様

相
剖
と
酬
明
し
た
。

mm
し
山
抽
出
東
側
村
の
手
法
比
時
制
祉

谷
・北
谷
に
獲
し
、米
間
に
去
っ
て
認
に
注
ぐ
。
放
に

一
名
札
町
米
出
川
と
も
い
ひ
、
前
桜
一

O
粁
。

そ
の
支

統
煤
竹
川
は
間
山
の
煤
竹
谷
よ
り
設
し
、
本
川
山
上

流
で
世
間
合
ふ
。
貨
建
川
は
古
来
既
洪
水
の
箆
が
あ
っ

た
路
、
貧
困
問
十
三
年
務
に
山
印刷
う
て
山
崎
か
ら
洲
口
ま

で
閉
粁
の
訓
床
を
作
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
砂
際
次
第

に
枇
積
し
て
、
今
は
平
地
よ
り
も
九
米
の
官
刊
さ
に
あ

る
所
も
あ
る
。

七
四
ー晶画，、


